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研究成果概要 
 

平成26年度はスーパーカミオカンデの純水中のラド
ン濃度を定期的に測定し、タンクへの送水中のRn濃度
が高いことの原因の一つが膜脱気ユニットであること
を突き止めた。その後5月22日より純水装置を膜脱気ユ
ニットをバイパスして運転することにより、タンク内
のラドン濃度自体を低減することに成功した。膜脱気
以外の純水装置によるラドン除去効率も初めて測定す
ることができた。 
 
キセノン中のラドン除去システムの構築について

は、共鳴イオ
ン化スキー
ムにおける共鳴励起波長(波長145.2 nm)の真空紫外レーザー
（パルス幅5 ns, 繰り返し10 Hz）を共鳴四波混合を用いて生
成した。共鳴四波混合の入力光の一つである波長212.6 nm紫
外レーザーをOPG光学系から生成し、従来のOPO光学系と比較
して同程度の出力約10 mJ/pulse を維持しつつ出力及び波長
安定性の向上を実証した。神岡宇宙素粒子研究施設内の空気
中ラドンを冷却活性炭で濃縮回収・ベーキング放出してレー
ザー共鳴イオン化質量分析計に導入し、左図のように質量数2
22領域にピークを確認した。 
 
 

 ハイパーカミオカンデについてはタンク内の水流に関するシミュレーションを進め、タンク内の配管
によって水流をコントロールする手法も
確立しつつある。右図は、タンク内の様々
な場所に設置した純水の送水口、返水口の
使用箇所を変えた場合に温度勾配がどの
ように変化するのかの一例である。上下の
配管だけでなく、側面部の配管を使用する
ことで、タンク下部の水の対流を抑制でき
るようになることを示している。 



 
 
 
液体キセノン中の電荷増幅の実験については、より開発

の効率を上げるため、液体窒素を用いるセットアップから
パルスチューブ冷凍機を用いたセットアップへのアップグ
レードを行っている。茂住地区の研究棟で左図のような液
体キセノン容器を準備している。高電圧印加用のフィード
スルー、低温・真空中で使用可能なケーブルの開発も進め
ている。 
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